
都市計画の案の理由書 

 

１  種 類 ・ 名 称  

東 京 都 市 計 画 地 区 計 画  大 崎 駅 東 口 第 ４ 地 区 地 区 計 画  

 

２  理  由  

  本 地 区 は 、Ｊ Ｒ 線 ・ り ん か い 線 が 乗 り 入 れ る 交 通 利 便 性 の 高

い 大 崎 駅 に 近 接 し 、周 辺 で は 工 業 系 の 土 地 利 用 か ら の 土 地 利 用

転 換 に 併 せ た 高 度 利 用 等 が 進 ん で い る 。 一 方 で 、 地 区 内 で は 、

建 物 の 老 朽 化 が 進 行 す る と と も に 、駅 や 周 辺 市 街 地 等 と つ な が

る バ リ ア フ リ ー 化 さ れ た 歩 行 者 ネ ッ ト ワ ー ク が 整 備 さ れ て い

な い こ と な ど の 課 題 を 抱 え て い る 。  

本 地 区 は 、 都 市 再 生 緊 急 整 備 地 域 「 大 崎 駅 周 辺 地 域 」 に 位 置

し 、「 都 市 計 画 区 域 の 整 備 、開 発 及 び 保 全 の 方 針（ 令 和 ３ 年 ３ 月 ）」

で は 、 中 核 的 な 拠 点 に 位 置 付 け ら れ 、 駅 の タ ー ミ ナ ル 機 能 を 生

か し 、 東 京 の も の づ く り 産 業 を リ ー ド す る 、 魅 力 と に ぎ わ い の

あ る 拠 点 を 形 成 す る こ と な ど が 将 来 像 と し て 示 さ れ て い る 。  

ま た 、「 品 川 区 ま ち づ く り マ ス タ ー プ ラ ン （ 令 和 ５ 年 ３ 月 ）」

で は 、「 新 産 業・業 務 拠 点 の 形 成 、都 心 居 住・商 業 機 能 等 の 導 入 」、

「 道 路 ・ 広 場 空 間 ・ 歩 行 者 ネ ッ ト ワ ー ク ・ 公 園 の 充 実 」 と い っ

た 方 針 が 示 さ れ て い る 。   

さ ら に 、「 大 崎 駅 東 口 第 ４ 地 区 ま ち づ く り ガ イ ド ラ イ ン（ 令 和

５ 年 ７ 月 ）」で は 、業 務・商 業・住 宅 等 の 機 能 を 導 入 し た 複 合 市

街 地 や 、 そ れ と あ わ せ た ま と ま り の あ る 広 場 空 間 等 の 形 成 、 大

崎 駅 周 辺 地 域 に お け る 歩 行 者 の 回 遊 性 の 向 上 、 み ど り の ネ ッ ト

ワ ー ク の 形 成 、 防 災 力 の 強 化 な ど が 示 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 計 画 等 を 踏 ま え 、 面 積 約 ４ ． ６ ヘ ク タ ー ル の 区 域 に

お い て 、 市 街 地 再 開 発 事 業 に よ る 土 地 利 用 転 換 の 動 き に あ わ せ

て 、土 地 の 合 理 的 か つ 健 全 な 高 度 利 用 と 都 市 機 能 の 更 新 を 図 り 、

多 様 な 機 能 が 高 度 に 集 積 し た 安 全 で 快 適 な 複 合 市 街 地 の 形 成 を

図 る た め 、 地 区 計 画 を 決 定 す る も の で あ る 。  


